
評価をするにあたっては、以下のような基準で行っています。

A 理想的な状況にある状態

B 通常行われている状態

C 一部改善・あるべき姿に到達していない状態

Ⅰ保育理念

内  容 意見・改善策

子どもの人権に十分配慮すると共に、一人

ひとりを大切にする保育を行っている

保育理念・指針・保育目標について理解し

作成している。

Ⅱ 子どもの発達援助

 2-1 子どもの福祉を増進することに最もふさわしい生活の場 
内  容 意見・改善策

子どもが快適に過ごせるような環境への配

慮がされている

子どもの主体的な遊びを尊重している

遊びや生活を通して子ども同士の関係や保

育士との関係が育つよう配慮している

内  容 意見・改善策

保育指針や理念を理解し、子どもを愛護し

ながら育むことを共有している

発達過程を踏まえ、保育過程を作成し、保

育している

一人ひとりの子どもの発達に配慮してい

る。プライバシーへの配慮がされている。

⾧時間保育のための環境が整備され、保育

の内容や方法が配慮されている。
生活への連続性 B

2-3 養護と教育の一体的展開

2-2 生活と発達の連続性
項目 評価

子ども観・発達観の

理解と共有
B

保育者同士の考えや理解等を積極的に

話し合いをしたり、すり合わせする時

間が必要。         ⾧時間

保育の児はお迎え間際には、静かな環

境の中で、ぬり絵等を取り入れてい

る。

発達過程に応じた保

育
B

個人差への配慮 A

項目 評価
健康・安全で心地よ

い生活
B 異年齢児との関りの機会を大切にして

いる。          未満児

は、時間にとらわれずゆったり過ごせ

るよう配慮している。

全職員が園内の環境を気にかけ改善し

ようとする意識が必要

子どもの主体的な生

活
B

人とのかかわりを育

む環境
A

令和    6 年度 ゆうゆうくじら第2保育園における自己評価

  1. 子どもの最善の利益の考慮
項目 評価

子どもの人権の尊重 B
職員会議やミーティングを通して都度

理解を深めている。      様々

な児がいる中で、うまく特性を見極め

ながら保育を進めていく保育方針・保育目標 B



内  容 意見・改善策

乳児保育のための適切な環境が整備され保

育の内容や方法が配慮されている。

1.2児保育のための適切な環境が整備され保

育の内容や方法が配慮されている。

3.4.5児保育のための適切な環境が整備され

保育の内容や方法が配慮されている。

小学校との連携や就学を見通した計画に基

づいて、保育の内容や方法、保護者とのか

かわりに配慮している。

内  容 意見・改善策

子どもが心地よく過ごすことのできる環境

を整備している。

子どもが基本的生活習慣を身に着け、積極

的に活動ができるような環境が整備されて

いる。

子どもが自発的に活動ができる環境が整備

され、身近な自然や社会とかかわれるよう

な取り組みがされている。

遊びや生活を通して、人間関係が育つよう

配慮している。

快適な環境に整備や空間を使っての工夫が

されている。

        Ⅲ  保護者に対する支援

3-1 家庭との緊密な関係

2-4 環境を通して行う保育
項目 評価

・保育の環境

人的環境・物的環

境・空間・自然や社

会現象

A

子どもが自分が好きな遊びを選べるよ

う、促すようコーナー保育などに取り

組んでいる。      個々のペー

スに合わせて、基本的生活習慣が身に

つくよう、声掛けや援助し見守りをし

ている。        保育園に隣

接している畑で、子ども同士が思い切

り遊べるよう安全な環境を整えてい

る。

A

A

A

環境の構成

・再構成
A

全てのクラスに保育士1名加配をして

いる。           安全に

使える玩具や環境構成等、定期的に確

認している。

小学校との交流会、幼保連携の研修会

に参加等、近隣小学校には申し送りを

している。

１・２歳児の保育 A

3.4.5歳児の保育 A

小学校との連携 A

項目 評価

乳児保育 A



内  容 意見・改善策
子どもの成⾧について日々、保護者に伝え

るなど情報を共有し、成⾧を喜び合い、共

有できる機会を設けている。

入所時、懇談会、保護者参加等の機会をと

らえ、説明・応答する機会を設けている。

相談・苦情・意見などは、随時園⾧・主任

が窓口になり対応している。

一人ひとりの保護者の状況を踏まえ、子ど

もと保護者の安定した関係に配慮し、支援

している。

公開保育や電話相談、交流保育など子育て

支援のための取り組みを行っている。

保育所としての必要な社会的資源を明確に

し、地域の関係機関との連携が適切に行わ

れている。

保育所が有する機能を地域の子育て支援に

関する情報提供をしている。

Ⅳ 保育を支える組織的基盤

内  容 意見・改善策
全職員が健康及び安全に関する共通理解を

深め、適切な分担と協力のの下に年間を通

じて取り組んでいる。
完全管理のマニュアルがあり、緊急時に備

えた安全対策が実施されている。

施設の環境を常に適切な状態に保持し、衛

生管理に努めている。

安全対策のために職員への共通理解，体制

作りを図るとともに家庭や諸機関との連携

をとっている。

4-2 職員の資質向上

3-2 地域における子育て支援

保育所の機能の開放 A
・行事を通して地域交流を図ってい

る。              ・

夏休みボランチア、中学生の社会体験

授業の受け入れを行っている。

・保育園見学及び公開保育の実施。

関係機関との連携 A

・安全管理マニュアルにもとずいて、

園内研修を行っている。
安全・衛生管理

A

A

家庭や保健・医療機

関等との連携
A

情報提供 A

4-1 健康及び安全の実施体制
項目 評価

健康の保持及び増進 A

項目 評価

子どもの成⾧の喜び

を共有
A

登校園時には保護者とのコミュニケー

ションを密に行っている。 登校園管

理システム（ICT）を活用し,家庭と保

育園の様子を共有している。

保育内容等の説明

応答責任
A

子育てに関する相談

援助
A

保護者への個別支援 A



内  容 意見・改善策

保育課程・年間計画も基づき、月間計画・

週案・日案及び個人の計画を行っている。

保育計画に添い自らの実践と、子どもの育

ちを振り返り、自己評価を行い、保育の改

善を行っている。

自己評価表に基づき、行っている。

外部研修・園内研修など職員に応じた研修

を行い、資質の向上に努めている。

内  容 意見・改善策

順守すべき法令等を正しく理解するための

取り組みを行っている。

個人情報の取り扱いは、誓約書で確認し、

苦情・意見などは随時園⾧・主任が窓口と

なり解決に向けて対応している。
自らの役割と責任を明確にし、理解を図っ

ている。
施設⾧の責務 A

研修 A

4-3 運営・管理、社会的責任

項目 評価

法令等の順守 A

・個人情報の取り扱いには十分に配慮

している。
個人情報の取り扱い

と騎乗解決の責任
A

項目 評価

保育の計画 A

・保育計画を見直し立案している。

保育士等の自己評価 B

保育所の自己評価 A


